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・大学時代は考古学専攻

・1990年、地方の中小独立系ソフトウェアベンダへ入社

・トレンドの変遷に従い汎用機、クライアント/サーバー、Webアプリ

ケーションに対応した通販パッケージのシステムエンジニアとして

設計/開発を担当

・ソフトウェアベンダに就職したはずが、新規事業やグループ内業務整理で

通販全般アウトソーシング会社に変貌

・この会社が新規事業開拓の一環として2013年にキャッチボールをＭ＆Ａ

・D&Dメンバだった流れで、なし崩しにシステム担当に

システムを構築する側から、システムを管理する側、更にキャッチボールの

自社業務マニュアル（手順書）作成まで、何でも屋と化して日々悪戦苦闘中。

講師略歴



後払いドットコム（株式会社キャッチボール）
https://www.ato-barai.com/

会社紹介



企業として切替を一斉に行なう事のリスクについて…

業務特性的に問題が発生する可能性が低いと判断

タイミング

・PC購入の必要性

・基幹システム再構築

切り替えのの必要性

・Webサービス提供者としての責任

業務特性

・基幹業務システムがWebアプリケーションである

・基幹業務システムが特定のブラウザへの依存が無い

・社員のほとんどが基幹システムを使用した業務を行っている

・基幹業務システム以外の利用アプリケーションが、メジャー製品が主

導入背景



【PCについて】
・検証用のWindows7

および8.1の数台を除き、

ほぼWindows10

・Windows10のPCの多くは

新規購入

・Windows7および8.1からの

アップデートも数例あり

アップデート作業自体は、

ほぼ問題無し

（問題点は作業上での

ドライバ入手等）

・導入エディションは、

Windows10Proに統一

導入後の現状（１）



【業務システムについて】

ブラウザベース、かつ特定ブラウザへの依存が無い為…

・実際に移行を行っても自社の業務上はOSに起因する問題は発生なし

・お客様（加盟店様）に加盟店向け管理画面をブラウザにて提供

お客様環境で業務システムの動作不良報告無し

・エンドユーザー様（購入者様）向けマイページをブラウザにて提供

動作不良は発生報告無し

導入後の現状（２）



【社内発生】

業務システム

Edgeでの動作には問題あり

・ボタンが表示されずに正しく動作しない

・画面表示が崩れる

…等

業務にEdgeを使用しようとする

限り、今後対応作業が必須

発生した問題点（１）



【社内発生】

VPNアプリケーション(関連会社とのデータ連携に使用)

・Windows10へのアップグレード時

…アプリケーション側の問題でVPN接続が確立出来ない事象

（Windows10への対応が遅れた）

・Windows10のパッチ適用後

…再インストールと再セットアップが必要となる症状も発生

発生した問題点（２）



【社外発生】

お客様に提供しているアプリケーションにおける障害事例

（.netFramework C#にて作成されたexe形式のアプリケーション）

・Windows10のパッチ適用後

…パッチ適用まで動作していたものが突然動作(起動)しなくなる

原因は不明確ながら、別アカウントにてインストールすると動作した

アップデート時のアカウントに関するセキュリティ上の変更が影響か

事象が発生したのがアメリカ、かつWindows10も米国版、

かつお客様のリテラシが低く、正確な検証は行えず

発生した問題点（３）



【その他、障害とは言えないものの…】

アップデート時、しばらく（数分）利用出来なくなるのは困りもの

パッチ適用を自動に設定していると、

いざ使おうと思った時に使えない、

という状況に陥ったり

発生した問題点（？）



・アップデートに関する問題について

Windows10へのアップグレード自体には(余り)問題は発生せず

しかしながら、VPNアプリケーションの例にもあるように、その後の

パッチ適用（Windows10のアップデート）時に問題が発生する事が

見受けられる

今後も年に数回程度の規模の大きなアップデートが計画されているとの

事であり、アップデートの内容によってはアプリケーションや周辺機器

が正常に動作しない、といった問題が容易に想定される

この夏にWindows10の大型アップデート「Anniversary Update」が

あるという事で、ここが試金石となりそう

今後の懸念点（１）



・無料アップデートについて

７月末のWindos7からの無料アップデート期限に間に合うかどうかが、

直近の問題か

安定環境を取るか、コストを取るか…

今後の懸念点（２）



【問題発生について】

・基本的に、これまでのＯＳアップグレードと大きく変わるものでは無い

・ＯＳとして大きなアップデートが行われている事を考えれば、

現状はむしろ順調と言えるのではないか

・WindowsXPやWinsows7で長期的な安定した稼働に慣れてしまった反動

で、ＯＳのアップグレードに対してナーバスになり過ぎているのかも

（これは、Vistaや8（8.1）の際に痛い目を見た事が大きな要因が…）

【OSをアップデートしないリスクをどう考えるか】

・古いOSのセキュリティホール対策をどのように考えるのか

・利用しているアプリケーションの動作確認やアップデートコストを

セキュリティとのバーターで考えられるのか

導入してみての感想



サポート終了の流れ（１）

・新しいプロセッサのサポートOSをWindows 10だけに（2016/1）

Intelの場合、2016年後半に投入するとみられる「Kaby Lake」に対し、

Windows10のみサポートしWindows 7/8.1はサポート対象外に。

Intel以外についてもMicrosoftは同様の対応の予定。

・Skylake機はWindows7自体の延長サポートは2020年1月まで提供

2018年7月まではアップデートや修正プログラムの提供を行うが、

2018年7月以降は緊急のセキュリティパッチ以外の提供は行わない。

つまり、2018年7月以降、(Skylake機もしくは、それ以降の機種では)

Windows7は十分なセキュリティを担保するOSではなくなってしまう

可能性がある。

Windows7にダウングレードをし、延長サポートが切れる2020年1月まで

使用するというシナリオは通用しない可能性が高い。



サポート終了の流れ（２）

回避策は、

・Windows10にアップグレードする？

・旧世代のCPUを搭載したPCを使い続ける（もしくは買い直す）？



非対応の社内アプリケーションは…(１)

自社開発のアプリケーションは、簡単にはWindows10対応に改修できない

もしくは、パッケージソフトに移行できない

何故なら…

・企業の競争力の源泉となるサービス（ノウハウの集積）

…ノウハウが無ければ作れない

・製品開発を担うアプリケーション（業務に必須）

…止められない

・改修コストを掛けられるのか

…ニーズがあって行う作業ではない

では、IT部門としてどのようにWindows10環境で利用するか



非対応の社内アプリケーションは…(２)

・「互換モード」の利用

Windows10で稼働しないアプリケーションのプログラムファイルを指定し

過去のWindowsのバージョンで起動することができる機能。

Windows7で動いていたアプリケーションであれば、互換モードで

Windows7を指定すれば起動できる可能性が高い。

互換モードはWindows10の標準機能のため、追加コストなどは不要。

・「Windows Bridge」(2016年後半予定)

既存資産を「ユニバーサルWindowsプラットフォーム」(UWP)として活用

するための仕組みで、Win32や.NETアプリケーションをUWPアプリとして

Windowsストアで配信できるようになる。

https://developer.microsoft.com/ja-jp/windows/uwp-bridges

いずれも未知数ながら、可能性はありそう

https://developer.microsoft.com/ja-jp/windows/uwp-bridges


エディション構成

【Windows10のエディション構成】
・Windows10Home

・Windows10Pro

・Windows10Enterprise

【位置付け】
・Pro ：一般・業務向け

・Enterprise：企業向けに

【提供方法】
・Pro ：小売り販売が中心

・Enterprise：ボリュームライセンスに限定



アップデートルート（１）

http://news.mynavi.jp/articles/2016/04/22/windows10business/

・一般的なアップデートブランチ

＜CB(Current Branch)＞

定期的に機能改善やセキュリティホールの修正が行われる

http://news.mynavi.jp/articles/2016/04/22/windows10business/


アップデートルート（２）
・業務用PCなど頻繁な更新・仕様変更にそぐわないPC向け

＜CBB(Current Branch for Business)＞

機能改善は一定の検証期間を設けて更新プログラムを提供する

CBBはHomeを除くすべてのエディションで選択できる



アップデートルート（３）
・金融機関などクリティカルミッションに用いられるPC向け

＜LTSB(Long Term Servicing Branch)＞

セキュリティホールおよびバグフィックスを目的とする更新プログラム

のみを提供し、機能改善は基本的に行わない

LTSBはWindows 10 Enterprise専用のアップデートブランチ


